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これらはグローバリゼーションにおける新しい国内企業への理解が、円安における新しい
輸出の可能性とともに存在することへの提⾔である。 
 
先端の⽣産環境は、優れた⽣産性を有し、国内⽣産拠点における新たな輸出の可能性を提案
できるものである。国内製品の製品基準は必ずしも劣るものでないため、これらは新たな企
業に対する機会であることは正しいのである。 
 
これらはゼロ⾦利と過去数年における円安における輸出環境などにおける企業体⼒の強化
は、新たな⽣産設備投資を可能とし、これらが先端⽣産基準における企業構築を与え、グロ
ーバル市場への新たなアクセス機会を創出できるものと考える。 
 
これらは企業戦略の転換であり、グローバル戦略が、新たな可能性と洋お灸を有することへ
の正しい選択であると考える。 
 
これらは時代性への到達が新たな⽣産環境への転換を必要とすることであり、これらコス
ト的な優位性は円安とともに、グローバル市場における製品提供への新たな可能性を企業
へ与えるものであると考える。 
 
これらは時代先端性における⽣産環境への投資は必ず要求される現実であり、企業華僑の
再構築は、企業の世界戦略とともに、さらなる未来への新しい現実の創出を実現できるもの
と考える。これらは国内企業が製品においてグローバル基準へ到達し、これら新たな環境は
企業の資本⼒の⼤幅な強化を実現でいる得ものであると考える。 
 
これらは発想と戦略の⼤幅な転換であり、海外⼯場における⽣産とともに、世界戦略と新し
い⾃⼰企業の⽣産投資と整備における企業の万全性の構築を再度模索することができるの
である。 
 
これら⼤きな企業におけるアドバンテージは、海外における⽣産拠点とともに、先端⽣産シ
ステムへの移⾏と世界戦略におけるグローバル企業としての確⽴を実現できるのである。 


